
地
方
財
政
委
員
会
（
委
員
長
�

小
川
眞
和
福
山
市
議
会
議
長
）
は

2
月
2
日
、
都
道
府
県
会
館
で
正

副
委
員
長
会
議
の
後
、
第
1
4
5

回
委
員
会
を
開
催
し
た
。

委
員
会
冒
頭
の
委
員
長
挨
拶
で
、

小
川
委
員
長
か
ら
要
望
活
動
の
結

果
を
簡
潔
に
報
告
し
た
。

続
い
て
、
総
務
省
か
ら
の
講
師

説
明
を
聴
取
、
事
務
報
告
を
了
承

し
、
協
議
に
入
っ
た
。

協
議
で
は
、
29
年
度
要
望
事
項

の
結
果
概
要
を
了
承
。
次
年
度
委

員
会
へ
の
申
し
送
り
事
項
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
要
望
す
る
必
要

が
あ
る
事
項
（
下
掲
）
を
原
案
の

通
り
申
し
送
る
こ
と
と
し
た
。
ま

た
、
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
、
▽

5
月
30
日
開
催
の
第
94
回
定
期
総

会
で
小
川
委
員
長
か
ら
要
望
結
果

を
報
告
す
る
▽
今
後
、
対
応
す
る

事
案
が
生
じ
た
場
合
は
、
正
副
委

員
長
に
一
任
す
る
▽
委
員
に
欠
員

が
生
じ
た
場
合
は
残
任
期
間
を
欠

員
と
す
る
―
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
講
師
説
明
で
は
、
川
窪

俊
広
・
総
務
省
自
治
税
務
局
企
画

課
長
か
ら
「
平
成
30
年
度
地
方
税

制
改
正
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
▽

森
林
環
境
税
（
仮
称
）
等
の
創
設

▽
固
定
資
産
税
等
▽
ゴ
ル
フ
場
利

用
税
を
巡
る
税
制
改
正
で
の
経
緯

―
な
ど
に
つ
い
て
、
大
沢
博
・
同

省
自
治
財
政
局
財
政
課
長
か
ら

「
平
成
30
年
度
地
方
財
政
対
策
に

つ
い
て
」
と
題
し
、
▽
地
方
団
体

の
基
金
▽
財
政
健
全
化
目
標
▽
新

し
い
経
済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
―
な

ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が

あ
っ
た
。

な
お
、
委
員
会
に
は
下
山
文
雄

副
会
長
（
弘
前
市
議
会
議
長
）
が

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
出
席
し
た
。

※
申
し
送
り
事
項

①
平
成
31
年
度
税
制
改
正
等
（
地

方
税
源
等
の
充
実
確
保
、
政
令
指

定
都
市
・
中
核
市
・
施
行
時
特
例

市
に
対
す
る
税
制
上
の
特
例
措
置

の
充
実
、
固
定
資
産
税
等
に
お
け

る
非
課
税
等
特
別
措
置
等
の
整
理

合
理
化
、
地
方
税
法
の
改
正
時
期

の
配
慮
）
②
平
成
31
年
度
地
方
財

政
対
策
（
地
方
財
源
の
充
実
確
保
、

合
併
市
町
村
の
実
態
に
即
し
た
交

付
税
算
定
等
、地
方
交
付
税
の「
地

方
共
有
税
」
へ
の
変
更
、
地
方
財

政
計
画
の
策
定
過
程
に
お
け
る
情

報
提
供
な
ど
地
方
自
治
体
の
財
政

運
営
の
予
見
可
能
性
向
上
、
地
方

債
の
元
利
償
還
に
対
す
る
地
方
交

付
税
の
確
実
な
履
行
な
ど
国
に
よ

る
確
実
な
財
政
措
置
の
実
施
等
、

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
の
活

用
）
③
地
方
創
生
及
び
地
方
分
権

改
革
の
推
進
（
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
事
業
費
の
拡
充
継
続
、

地
方
創
生
推
進
交
付
金
の
継
続
及

び
総
額
確
保
、
地
方
大
学
振
興
に

対
す
る
財
政
支
援
措
置
、
地
方
分

権
改
革
の
推
進
）
④
平
成
31
年
度

地
方
債
計
画
（
地
方
債
資
金
の
確

保
、
公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上

償
還
の
再
実
施
、
合
併
特
例
債
の

制
度
拡
充
、
起
債
対
象
事
業
の
拡

大
等
、
地
方
創
生
を
総
合
的
に
支

援
す
る
地
方
債
の
創
設
、
公
共
施

設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
債
の
延

長
等
）
⑤
地
方
公
営
企
業
（
公
営

企
業
繰
出
金
等
の
所
要
額
確
保
、

地
方
公
営
企
業
に
対
す
る
財
政
措

置
の
充
実
、
地
方
公
営
企
業
の
広

域
化
等
へ
の
支
援
）
⑥
国
庫
補
助

負
担
金
（
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃

止
等
、
国
直
轄
事
業
負
担
金
制
度

の
抜
本
的
見
直
し
）

山
田
一
仁
会
長
（
札
幌
市
議
会

議
長
）
は
1
月
29
日
、
森
山
𥙿
・

自
由
民
主
党
国
会
対
策
委
員
長
、

森
屋
宏
・
同
党
総
務
部
会
地
方
議

員
年
金
検
討
Ｐ
Ｔ
座
長
代
行
、
桝

屋
敬
悟
・
公
明
党
衆
議
院
議
員
、

横
山
信
一
・
同
党
参
議
院
議
員
に

面
談
し
、
厚
生
年
金
へ
の
地
方
議

会
議
員
の
加
入
の
た
め
の
法
整
備

の
今
通
常
国
会
で
の
実
現
に
つ
い

て
、
要
請
し
、
意
見
交
換
を
行
っ

た
。

【
2
面
に
も
写
真
】

第2039号2月15日平成30年
（２０１8年）

地財委員会の模様

第
1
4
5
回
地
方
財
政
委
員
会

申
し
送
り
事
項
を
了
承

地財委員会の模様（前列）

森山自民党国対委員長

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
加
入
へ
の

法
整
備
の
今
通
常
国
会
で
の
実
現
を
要
請

挨拶する小川委員長

〒102-0093
東京都千代田区平河町2-4-2
代表 TEL 03（3262）5234
旬報 TEL 03（3262）2309
発行人 滝本 純生

山
田
会
長
、森
山
自
民
党
国
対
委
員
長
ら
に
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全
国
広
域
連
携
市
議
会
協
議
会

（
会
長
�
奥
島
光
晴
福
井
市
議
会

議
長
）
は
2
月
1
日
、
都
市
セ
ン

タ
ー
ホ
テ
ル
で
、
正
副
会
長
・
監

事
・
相
談
役
会
議
、
第
68
回
理
事

会
の
後
、
第
49
回
総
会
を
開
催
し

た
。

総
会
で
は
、奥
島
会
長
か
ら「
連

携
協
約
を
は
じ
め
、
広
域
連
携
へ

の
取
り
組
み
が
ま
す
ま
す
重
要
と

な
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
広
域

連
携
施
策
に
対
す
る
適
切
な
支
援

措
置
が
必
要
で
あ
る
」
な
ど
の
挨

拶
を
し
た
。
続
い
て
、
講
演
の
後
、

事
務
報
告
を
了
承
し
、
協
議
に
入

っ
た
。

「
平
成
28
年
度
本
協
議
会
歳
入

歳
出
決
算
に
つ
い
て
」
で
は
、
町

田
正
行
監
事（
太
田
市
議
会
議
長
）

か
ら
28
年
度
決
算
の
監
査
結
果
報

告
が
あ
り
、
こ
れ
を
認
定
し
た
。

「
平
成
30
年
度
本
協
議
会
活
動

方
針
（
案
）
に
つ
い
て
」
で
は
、

今
後
の
広
域
連
携
施
策
の
充
実
に

向
け
、
①
広
域
連
携
施
策
の
推
進

②
広
域
連
携
施
策
に
対
す
る
財
政

支
援
③
連
携
中
枢
都
市
圏
及
び
定

住
自
立
圏
の
取
組
④
ま
ち
・
ひ
と

・
し
ご
と
創
生
に
お
け
る
広
域
連

携
施
策
―
に
つ
い
て
の
4
つ
か
ら

な
る
活
動
目
標
（
左
下
掲
）
、
活

動
方
法
に
よ
り
実
現
を
図
る
と
す

る
30
年
度
の
活
動
方
針
を
原
案
の

通
り
決
定
し
た
。

「
平
成
30
年
度
本
協
議
会
歳
入

歳
出
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
」
で

は
、
30
年
度
予
算
を
原
案
の
通
り

決
定
し
た
。

な
お
、
講
演
で
は
、
木
村
俊
介

・
明
治
大
学
公
共
政
策
大
学
院
ガ

バ
ナ
ン
ス
研
究
科
教
授
か
ら
「
広

域
連
携
を
巡
る
動
向
」
と
題
し
、

①
広
域
連
携
の
必
要
性
②
法
人
型

の
広
域
連
携
（
一
部
事
務
組
合
）

③
非
法
人
型
の
広
域
連
携
④
遠
隔

型
広
域
連
携
―
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

【
活
動
目
標
】

平
成
29
年
度
都
道
府
県
議
会
議

員
及
び
市
区
町
村
議
会
議
員
総
務

大
臣
感
謝
状
贈
呈
式
が
1
月
29
日
、

ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
挙
行
さ
れ
た
。

野
田
聖
子
・
総
務
大
臣
の
代
理

と
し
て
、
奥
野
信
亮
・
総
務
副
大

臣
か
ら
式
辞
が
述
べ
ら
れ
た
後
、

感
謝
状
並
び
に
記
念
品
贈
呈
に
お

い
て
、
市
区
議
会
議
員
を
代
表
し
、

小
底
嗣
洋
石
垣
市
議
会
議
員
が
受

領
し
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
、
古
屋
範
子
・

衆
議
院
総
務
委
員
長
、
竹
谷
と
し

子
・
参
議
院
総
務
委
員
長
ら
に
続

い
て
、
山
田
一
仁
本
会
会
長
（
札

幌
市
議
会
議
長
）
か
ら
祝
辞
を
述

べ
た
。

祝
電
披
露
の
後
、
被
贈
呈
者
を

代
表
し
て
、
小
底
議
員
か
ら
謝
辞

を
述
べ
た
。

感
謝
状
は
、
地
方
議
会
議
員
と

し
て
通
算
35
年
以
上
在
職
し
、
地

方
自
治
の
発
展
に
顕
著
な
功
労
が

あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
者
に
贈
呈

さ
れ
る
。
29
年
度
の
被
贈
呈
者
は

【
3
面
へ
続
く
】

①
広
域
連
携
施
策
の
推
進
に
つ
い

て
（
連
携
中
枢
都
市
圏
、
定
住
自

立
圏
及
び
既
存
の
事
務
の
共
同
処

理
制
度
等
の
広
域
連
携
施
策
を
引

き
続
き
推
進
す
る
と
と
も
に
、
県

境
を
越
え
た
連
携
な
ど
多
様
な
広

域
連
携
の
あ
り
方
を
視
野
に
入
れ
、

そ
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
地
方

自
治
体
の
意
見
を
十
分
踏
ま
え
る

こ
と
を
求
め
る
）
②
広
域
連
携
施

策
に
対
す
る
財
政
支
援
に
つ
い
て

（
広
域
連
携
施
策
に
対
す
る
財
政

支
援
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
体

の
実
情
に
応
じ
て
適
切
に
措
置
す

る
こ
と
を
求
め
る
）
③
連
携
中
枢

都
市
圏
及
び
定
住
自
立
圏
の
取
組

に
つ
い
て
（
連
携
中
枢
都
市
圏
及

び
定
住
自
立
圏
に
つ
い
て
は
、
そ

の
推
進
経
費
に
係
る
所
要
額
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
柔
軟
な
連
携

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
対

象
条
件
の
更
な
る
緩
和
及
び
財
政

支
援
措
置
を
拡
充
す
る
こ
と
を
求

め
る
）
④
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
に
お
け
る
広
域
連
携
施
策
に

つ
い
て
（
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
に
お
け
る
広
域
連
携
施
策
の

推
進
に
当
た
っ
て
は
、
積
極
的
に

地
方
自
治
体
に
情
報
提
供
す
る
と

と
も
に
、
地
方
自
治
体
の
意
見
を

十
分
反
映
す
る
こ
と
を
求
め
る
）

【
1
面
に
記
事
】

森屋自民党地方議員年金検討ＰＴ座長代行

桝屋公明党衆議院議員

横山公明党参議院議員

広域協

30
年
度
活
動
方
針
を
決
定

―
第
49
回
総
会
で

広域協総会の模様

挨拶する奥島会長

監査結果を報告する町田監事

市市
区区
議議
会会
議議
員員
1188
名名
にに
感感
謝謝
状状

総
務
大
臣
感
謝
状
贈
呈
式

講演する木村明治大学教授

第2039号 平成30年2月15日 （2）全 国 市 議 会 旬 報



31
名
。
う
ち
、
市
区
議
会
議
員
は

次
の
18
名
。

市
区
議
会
議
員
の
被
贈
呈
者

▽
�
藤
善
悦（
秋
田
）▽
安
田
健
次

郎（
男
鹿
）▽
堀
井
克
見（
潟
上
）▽

平
正
三（
高
萩
）▽
原
田
和
行（
伊

勢
崎
）▽
小
泉
靖
男（
杉
並
）▽
新

後
由
紀
子（
加
賀
）▽
川
下
勉（
加

賀
）▽
村
岡
峰
男（
豊
岡
）▽
大
谷

龍
雄（
五
條
）▽
兼
重
元（
周
南
）▽

白
石
研
策（
松
山
）▽
江
渕
土
佐
生

（
土
佐
）▽
武
藤
清（
土
佐
清
水
）▽

松
尾
征
子（
鹿
島
）▽
前
之
園
正
和

（
指
宿
）▽
小
底
嗣
洋（
石
垣
）▽
儀

間
盛
昭（
豊
見
城
）

【
感
謝
状
被
贈
呈
者
名
簿
順
】

【
2
面
か
ら
続
く
】

第
1
9
6
回
国
会
（
常
会
）
が

1
月
22
日
に
開
会
。
安
倍
晋
三
・

内
閣
総
理
大
臣
は
衆
参
両
院
の
本

会
議
で
施
政
方
針
演
説
を
行
っ
た
。

演
説
で
は
①
は
じ
め
に
②
働
き

方
改
革
③
人
づ
く
り
革
命
④
生
産

性
革
命
⑤
地
方
創
生
⑥
外
交
・
安

全
保
障
⑦
お
わ
り
に
―
か
ら
な
る
。

⑤
地
方
創
生
で
は
、
▽
農
林
水

産
新
時
代
▽
地
方
大
学
の
振
興
▽

観
光
立
国
▽
安
全
と
安
心
の
確
保

▽
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
―

を
挙
げ
て
い
る
。
⑤
の
要
旨
は
次

の
通
り
。

森
林
バ
ン
ク
の
創
設
、
そ
の
他

の
森
林
の
市
町
村
に
よ
る
管
理
を

行
う
。
キ
ラ
リ
と
光
る
地
方
大
学

づ
く
り
を
新
た
な
交
付
金
に
よ
り

応
援
す
る
。
地
方
の
創
意
工
夫
や

熱
意
を
1
0
0
0
億
円
の
地
方
創

生
交
付
金
で
引
き
続
き
応
援
す
る
。

2
0
2
0
年
の
訪
日
外
国
人
4
0

0
0
万
人
の
実
現
に
向
け
全
力
を

尽
く
す
。
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
対
策
、
テ
ロ
等
の
組
織
犯
罪

へ
の
対
策
な
ど
世
界
一
安
全
・
安

心
な
国
創
り
を
推
し
進
め
る
。
所

有
者
が
不
明
な
土
地
を
自
治
体
が

利
用
す
る
た
め
の
手
続
き
を
整
備

す
る
。
国
土
強
靱
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
熊
本
地
震
や
九
州
北
部

豪
雨
な
ど
の
災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
を
引
き
続
き
力
強
く
支
援
す

る
。
「
東
北
の
復
興
な
く
し
て
、

日
本
の
再
生
な
し
」
の
決
意
の
下
、

引
き
続
き
、
な
り
わ
い
・
心
の
復

興
に
全
力
で
取
り
組
む
。

施
政
方
針
演
説
は
、
首
相
官
邸

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
が
掲
載
さ

れ
、
動
画
で
も
見
る
こ
と
が
で
き

る
。会

期
は
6
月
20
日
ま
で
の
1
5

0
日
間
。
30
年
度
予
算
案
、
29
年

度
補
正
予
算
案
な
ど
を
審
議
す
る
。

29
年
度
補
正
予
算
が
成
立

平
成
29
年
度
補
正
予
算
（
閣
議

決
定
時
の
記
事
を
2
0
3
7
号
3

面
に
掲
載
）
が
2
月
1
日
、
参
議

院
本
会
議
で
可
決
し
、
成
立
し
た
。

歳
入
・
歳
出
合
計
は
1
兆
6
5

4
8
億
円
。
補
正
予
算
の
成
立
に

よ
り
、
29
年
度
一
般
会
計
予
算
の

総
額
は
、
99
兆
1
0
9
5
億
円
と

な
っ
た
。

【2018年2月号】
特集 : 持続可能な公共施設
巻頭言 : 持続可能な公共施設

保母武彦
・公共施設等の適正管理のための財
政措置 伊地知寛光

・公共施設の再生と地方議会の役割
井上 繁

・インフラの老朽化と自治体の対応
森地 茂

・広域連携時代における公共施設の
運営 木村俊介

【現地報告】
・千葉県佐倉市
・島根県邑南町
【連載】
・議会紹介Ver.4 田口一博
・議会基本条例を議会に活かす・
住民に活かす 吉田利宏
・市町村議員のためのよくわかる地
方税 齋藤元彦
・市町村議会広報クリニック

吉村 潔

株式会社

中央文化社
ご注文・問い合わせは
TEL 03‐3264‐2520 又は FAX 03‐3264‐2867
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代表受領する小底石垣市議会議員

Ａ4判・68頁・定価752円（年間購読料9，024円）

議員研修誌 月刊 地方議会人

市議会議員被贈呈者と来賓らとの記念撮影

共同編集：全国市議会議長会・全国町村議会議長会

来賓祝辞を述べる山田本会会長

式辞を述べる奥野総務副大臣

安倍総理

施政方針
演 説

人
づ
く
り
革
命
な
ど
と
と
も
に

地
方
創
生
を
掲
げ
る

―
第
1
9
6
回
通
常
国
会
が
開
会
―
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こ
の
ほ
ど
、
本
紙
で
は
、
29
年

11
月
か
ら
30
年
1
月
に
全
国
の
市

議
会
に
お
い
て
可
決
し
た
意
見
書

・
決
議
の
う
ち
、
※本
会
に
報
告
の

あ
っ
た
件
数
を
取
り
ま
と
め
た
。

件
数
の
多
い
順
に
意
見
書
・
決
議

の
内
容
を
紹
介
す
る
。

道道
路路
整整
備備
事事
業業
にに
係係
るる
補補
助助
率率

なな
どど
のの
かか
ささ
上上
げげ
措措
置置
のの
継継
続続

意
見
書
・
決
議
で
最
も
多
か
っ

た
の
は
、
「
道
路
整
備
事
業
に
係

る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関

す
る
法
律
」
に
よ
り
、
29
年
度
末

ま
で
の
時
限
措
置
と
さ
れ
て
い
る

補
助
率
な
ど
の
か
さ
上
げ
を
30
年

度
以
降
も
継
続
す
る
よ
う
求
め
る

も
の
で
1
1
6
件
。
前
回
集
計
時

（
29
年
8
〜
10
月
可
決
分
。
2
0

3
1
号
2
・
3
面
に
記
事
）
に
引

き
続
き
、
最
も
多
か
っ
た
（
前
回

は
1
5
5
件
）。た
だ
、
意
見
書
の

件
名
と
し
て
は
「
道
路
整
備
に
係

る
補
助
率
等
の
嵩
上
げ
措
置
の
継

続
を
求
め
る
意
見
書
」
「
道
路
事

業
予
算
の
総
額
確
保
等
に
関
す
る

意
見
書
」
「
道
路
の
整
備
促
進
を

求
め
る
意
見
書
」
―
な
ど
表
記
が

64
種
類
（
用
字
等
軽
微
な
違
い
も

異
な
る
も
の
と
し
た
）
と
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
る
。

継
続
に
加
え
て
、
道
路
整
備
に

関
す
る
予
算
の
確
保
を
求
め
る
意

見
書
が
多
く
あ
っ
た
。

な
お
、
30
年
2
月
2
日
、
か
さ

上
げ
措
置
の
適
用
期
間
を
39
年
度

末
ま
で
10
年
間
延
長
す
る
道
路
財

特
法
の
改
正
を
含
む
「
道
路
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
が

閣
議
決
定
さ
れ
、
通
常
国
会
に
提

出
さ
れ
て
い
る
。

核核
兵兵
器器
禁禁
止止
条条
約約
にに
つつ
いい
てて

「
核
兵
器
禁
止
条
約
に
つ
い
て
」

は
30
件
。
う
ち
27
件
の
意
見
書
が

「
条
約
の
署
名
・
批
准
（
調
印
、

参
加
含
む
）
」
を
求
め
て
い
た
。

ま
た
、
半
数
以
上
が
速
や
か
な
署

名
・
批
准
を
求
め
て
い
る
。
ほ
か

の
3
件
は
、
「
核
兵
器
廃
絶
に
向

け
た
取
り
組
み
」
を
求
め
る
も
の

だ
っ
た
。

受受
動動
喫喫
煙煙
防防
止止
にに
つつ
いい
てて

「
受
動
喫
煙
防
止
に
つ
い
て
」

は
26
件
。
う
ち
、
「
東
京
都
受
動

喫
煙
防
止
条
例
化
」
に
関
す
る
意

見
書
が
15
件
、
「
受
動
喫
煙
防
止

対
策
を
進
め
る
た
め
の
健
康
増
進

法
の
改
正
」
を
求
め
る
も
の
が
10

件
だ
っ
た
。

前
者
は
、
全
て
都
内
の
市
区
の

も
の
。
都
の
受
動
喫
煙
防
止
条
例

制
定
に
当
た
っ
て
の
市
区
と
の
協

議
と
、
各
種
業
界
や
都
民
な
ど
の

意
見
も
踏
ま
え
た
検
討
を
求
め
た
。

後
者
は
、
全
て
都
以
外
の
市
か

ら
の
も
の
。
10
件
全
て
が
健
康
増

進
法
の
早
急
な
改
正
（
う
ち
9
件

が
罰
則
付
き
規
制
）
を
求
め
て
い

る
。
改
正
と
併
せ
て
、
10
件
中
9

件
が
▽
Ｗ
Ｈ
Ｏ
た
ば
こ
規
制
枠
組

条
約
第
8
条
の
実
施
の
た
め
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
考
慮
す
る
こ
と
▽

準
備
と
実
施
ま
で
の
間
に
周
知
期

間
を
設
置
す
る
こ
と
▽
各
自
治
体

の
路
上
喫
煙
規
制
条
例
等
と
の
調

整
を
視
野
に
入
れ
て
規
制
を
検
討

す
る
こ
と
（
う
ち
1
件
は
、
調
整

を
図
る
こ
と
）
―
を
求
め
、
8
件

が
▽
未
成
年
者
や
従
業
員
の
受
動

喫
煙
対
策
を
講
じ
る
こ
と
▽
喫
煙

専
用
室
の
設
置
が
困
難
な
小
規
模

飲
食
店
に
配
慮
す
る
こ
と
―
を
求

め
て
い
る
。

介介
護護
保保
険険
にに
つつ
いい
てて

「
介
護
保
険
に
つ
い
て
」
は
20

件
。
う
ち
16
件
が
介
護
従
事
者
の

処
遇
の
改
善
を
求
め
て
い
た
。
併

せ
て
、介
護
報
酬
の
引
き
上
げ（
適

切
な
改
定
含
む
）
を
11
件
が
求
め

た
ほ
か
、
▽
安
定
財
源
の
確
保
▽

制
度
の
（
抜
本
的
）
見
直
し
▽
国

庫
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
▽
労
働

環
境
の
改
善
―
な
ど
を
求
め
て
い

る
。私私

学学
助助
成成
のの
充充
実実
にに
つつ
いい
てて

「
私
学
助
成
の
充
実
に
つ
い
て
」

は
17
件
。
私
立
高
校
へ
の
助
成
に

つ
い
て
、
8
件
が
国
に
一
層
の
増

額
・
拡
充
を
求
め
、
8
件
が
県
に

拡
充
を
求
め
た
。
残
り
の
1
件
は

公
立
と
の
格
差
解
消
を
求
め
た
。

※
「
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た
件

数
」
と
は
、
各
市
区
議
会
か

ら
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ

ン
バ
ー
の
ペ
ー
ジ
の
オ
ン
ラ

イ
ン
調
査
・
回
答
シ
ス
テ
ム

に
入
力
さ
れ
た
も
の
の
ほ
か
、

郵
便
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス

で
受
け
付
け
た
も
の
。
な
お
、

入
力
方
法
な
ど
の
問
い
合
わ

せ
に
つ
い
て
は
、
本
会
調
査

広
報
部
（
☎
0
3
―
3
2
6

2
―
5
2
3
7
）
ま
で
。

各
市
区
議
会
か
ら
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
・
回

答
シ
ス
テ
ム
に
入
力
さ
れ
た
意
見

書
・
決
議
（
平
成
16
年
以
降
の
も

の
）
は
、
メ
ン
バ
ー
の
ペ
ー
ジ
か

ら
検
索
し
、
閲
覧
で
き
る
。
な
お
、

メ
ン
バ
ー
の
ペ
ー
ジ
を
利
用
す
る

に
は
、
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必

要
と
な
る
。
Ｉ
Ｄ
な
ど
に
つ
い
て

は
、
29
年
3
月
31
日
付
け
「
（
全

議
Ｍ
1
第
5
号
）
全
国
市
議
会
議

長
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

（
お
知
ら
せ
）
」
で
各
議
会
事
務

局
に
通
知
し
て
い
る
。

決議
―

―

―

―

―
7

9

―
―
―
16
31
47

意見書
116

30
（27）
（3）

26
（15）
（10）

（1）

20

17
8

3

10
10
10
250
240
490

件 名
○道路整備事業に係る補助率等のかさ
上げ措置の継続

○核兵器禁止条約について
・条約の署名・批准（参加・調印含む）
・核兵器廃絶に向けた取り組み

○受動喫煙防止について
・東京都受動喫煙防止条例化
・受動喫煙防止対策を進めるための
健康増進法の改正
・受動喫煙防止対策の早期法制化

○介護保険について（従事者の処遇改
善、制度の改善など）

○私学助成の充実

○沖縄の米軍による事故などについて
（日米地位協定の抜本的改革など、
抗議決議）

○北朝鮮について（ミサイル発射に対
する抗議決議ほか）

○種子法廃止に伴う対策

○森林環境税の創設

○地域医療を守る

【小計】

○その他

【総合計】

議会 意意
見見
書書
・・
決決
議議
のの
状状
況況
29年
11月
〜
30年
1月
可決分

前
回
集
計
時（
29
年
8
月
〜
10
月
）に
続
い
て
、

道
路
整
備
事
業
の
補
助
率
か
さ
上
げ
の
継
続
が
最
多

11月から1月に可決した意見書・決議の議決状況

※件名は代表的なもので、同内容のものも含めている
※意見書・決議の件数が多い順に掲載
※（ ）は内数
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